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気 持 ち が わ か る

《 み 手 の な か で 》

司祭　上田亜樹子

　
私
の
子
ど
も
時
代
、
近
所
や
親
戚
の
中
に
何
故

か
い
つ
も
病
ん
で
い
る
人
が
い
た
。
今
に
な
っ
て

み
れ
ば
そ
の
方
た
ち
は
身
体
の
み
な
ら
ず
、
心
や

霊
の
病
も
負
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
が
、
仕
事
に

は
就
け
ず
将
来
良
く
な
る
見
込
み

も
な
く
、
希
望
を
持
っ
て
い
る
ふ

う
で
も
な
く
お
世
辞
に
も
幸
せ
そ

う
で
は
な
か
っ
た
。
困
っ
た
こ
と

に
彼
ら
は
し
ば
し
ば
私
を
つ
か
ま

え
、
人
生
は
苦
痛
に
満
ち
て
い
る

と
滔
々
と
語
っ
た
挙
げ
句
、
「
あ
ん

た
に
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉

で
話
が
打
ち
切
ら
れ
る
。
ふ
ー
ん
、

そ
り
ゃ
そ
う
だ
け
ど
。
で
も
辛
い
か

ら
っ
て
子
ど
も
に
あ
た
る
の
は
ど
う

な
の
？
と
憤
慨
し
て
い
る
う
ち
に
、

「
あ
ん
た
に
は
私
の
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
台
詞
が
だ
ん
だ
ん
お
な
か
の
中
で
エ
コ
ー

し
、
「
じ
ゃ
あ
、
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
よ
」
と
祈
っ
て
み
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
「
祈
り
」
で
は
な
く
、
言

わ
れ
っ
ぱ
な
し
に
対
し
て
何
か
言
い
返
し
た
い
と

い
う
要
求
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
神
さ
ま
も
さ
ぞ
ご

迷
惑
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
「
気
持
ち
が
わ
か
る
」
こ
と
は
、
必

ず
し
も
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
で

は
な
い
し
、
期
待
に
応
え
る
こ
と
で
も

な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
本
人
も
気

が
つ
き
た
く
な
い
よ
う
な
実
像
を
ま
る

ご
と
認
知
す
る
行
為
が
、
本
当
に
「
わ

か
る
」
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
わ
か
る
」
領

域
と
は
程
遠
い
現
実
の
自
分
が
、
子
ど

も
の
時
の
あ
の
お
祈
り
の
せ
い
で
、
今

も
「
わ
か
る
」
努
力
を
さ
せ
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
祈
っ
た
こ
と
を
辿
れ
と
言
わ
れ
る
方
の
声
を

聞
き
な
が
ら
。
嗚
呼
、
神
さ
ま
は
下
心
満
載
で
間

違
っ
た
お
祈
り
さ
え
、
用
い
ら
れ
る
！
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
教
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
）
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今週・来週 の 予 定

１２月５日～１８日

　５（日）降臨節第２主日
　６（月）分担金…特別委員会
　７（火）常置委員会
　８（水）聖職養成委員会
　９（木）信仰と生活委員会：
　 こども聖歌
１０（金）広報委員会

外濠Ｇ牧師協議会
１１（土）バリアフリーのクリ

スマスパーティー
１２（日）降臨節第３主日

合同堅信式
１３（月）ハラスメント防止

委員会
１４（火）銀座朝祷会

礼拝音楽委員会
１５（水）教役者レクイエム

信仰と生活委員会
人権委員会

１６（木）貧困問題Ｐ
エ教区協働委員会
財政委員会

１７（金）多摩Ｇ牧師協議会

　　　

◇
12
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー(

12
月
１
日
）
▽

聖
書
の
主
日
（
降
臨
節
第
２
主
日
　

12
・
５
）
▽
野
宿
生
活
者
支
援
の
た

め
▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食

活
動
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

　
聖
書
協
会
の
働
き

　
毎
年
降
臨
節
第
２
主
日
は
「
聖
書
の

日
曜
日
」
と
定
め
ら
れ
、
世
界
の
諸
教

会
が
一
致
し
て
、
聖
書
の
翻
訳
な
ら
び

に
普
及
・
頒
布
の
た
め
に
祈
り
支
援
し

て
い
ま
す
。
世
界
各
国
に
広
が
る
世
界

聖
書
協
会
は
、
２
百
年
以
上
前
に
英
国

で
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
日
本
聖
書
協
会
は
、
新
・
旧

約
聖
書
の
発
刊
は
も
ち
ろ
ん
、
点
字
、

音
声
、
絵
本
、
マ
ン
ガ
、
名
画
に
見
る

み
言
葉
、
み
言
葉
の
し
お
り
の
各
聖
書

を
刊
行
し
、
多
く
の
人
々
に
、
み
言

葉
を
届
け
た
い
と
工
夫
を
重
ね
て
い

ま
す
。
海
外
10
カ
国
の
聖
書
協
会
へ

の
支
援
の
継
続
、
発
刊
20
周
年
を
経

た
「
新
共
同
訳
聖
書
」
の
次
の
翻
訳

に
向
け
て
の
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
（
日
本
聖
書
協
会
理
事
　

　
　
　
　
　
　
　
司
祭 

河
野
裕
道
）

　
▽
祈
り
の
会
　
～
信
教
の
自
由
を
求

め
て
、
キ
リ
ス
ト
者
の
つ
な
が
り
を
～

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
強
制
に
よ
り

苦
し
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
び
と
を
覚

え
て
。
11
日
（
土
）
13
時
半
、
日
本

基
督
教
団
信
濃
町
教
会
（
２
階
集
会

室
）
。
参
加
費
５
百
円
。
照
会
℡
０
９

０
（
９
６
４
９
）
０
３
９
２
・
人
権
委

員
会
（
打
田
）
。

　
▽
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
　
12
日
（
日
）
14
時
、
東

京
聖
三
一
教
会
聖
堂
。
ソ
プ
ラ
ノ
、

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
同
教
会
聖
歌

隊
の
演
奏
。
照
会
℡
03
（
３
４
２

１
）
３
６
４
６
・
同
教
会
。
　
　

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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第
１
１
４(

定
期)

教
区
会
報
告

　
11
月
20
日
（
土
）
９
時
、
聖
ア
ン

デ
レ
主
教
座
聖
堂
で
廣
田
勝
一
管
理

主
教
司
式
・
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
ス
ヘ

イ
ル
・
ダ
ワ
ー
ニ
主
教
説
教
に
よ
る

聖
餐
式
に
続
い
て
10
時
、
聖
ア
ン
デ

レ
ホ
ー
ル
で
教
役
者
議
員
46
名
中
36

名
、
信
徒
代
議
員
71
名
中
65
名
、
番

外
議
員
の
出
席
で
議
事
開
始
。
廣
田

管
理
主
教
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
常

置
委
員
会
３
月
以
降
の
主
要
報
告
、

教
区
諸
委
員
会
活
動
計
画
報
告
、
教

区
各
幼
稚
園
・
保
育
園
09
年
度
事
業

報
告
を
承
認
。
続
い
て
議
案
審
議
。

　
日
本
聖
公
会
東
京
教
区
施
行
規
則
一

部
変
更
の
件
、
日
本
聖
公
会
東
京
教
区

施
行
規
則
第
７
章
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
委
員
会
」
関
連
規
定
改
訂
の
件
、
宗

教
法
人
「
日
本
聖
公
会
東
京
教
区
」
規

則
一
部
変
更
の
件
、
２
０
１
２
年
日
本

聖
公
会
宣
教
協
議
会
東
京
教
区
準
備

委
員
会
設
置
の
件
、
２
０
１
１
年
度

教
区
収
支
予
算
案
承
認
の
件
、
《
建
議

案
》
近
隣
教
区
と
の
協
働
・
協
力
を
推

進
す
る
件
の
、
全
６
議
案
を
質
疑
応
答

の
の
ち
可
決
。

　
そ
の
間
に
笹
森
常
置
委
員
長
か
ら

「
植
田
仁
太
郎
主
教
様
感
謝
募
金
」

の
協
力
呼
び
か
け
、
ま
た
障
関
連
の

「
メ
ル
ヘ
ン
復
興
支
援
事
業
」
終
了
報

告
も
さ
れ
、
全
て
の
議
事
終
了
後
、
廣

田
管
理
主
教
に
よ
り
退
任
さ
れ
た
前
主

教
植
田
仁
太
郎
師
父
へ
全
員
起
立
し
拍

手
を
も
っ
て
感
謝
表
明
。
主
の
祈
り
、

頌
栄
で
定
刻
に
終
了
し
た
。

　
　
　

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　 
（
11
月
17
日
）

＊
宣
教
主
事
報
告
。

＊
各
委
員
会
・
教
会
グ
ル
ー
プ
等
の

報
告
。

＊
冊
子
『
裸
足
の
宣
教
―
日
本
聖
公

会
宣
教
１
５
０
周
年
記
念
礼
拝
に
お

け
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
説
教
か

ら
学
ぶ
―
』
を
作
成
、
Ａ
５
版
２
千

５
百
部
を
予
定
し
降
誕
日
に
一
人
一

人
に
配
布
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

＊
２
０
１
１
年
度
「
代
祷
・
信
施
奉

献
先
」
を
検
討
し
決
定
し
た
。

＊
『
こ
ど
も
聖
歌
集
』
作
成
の
た
め

の
進
捗
状
況
の
報
告
。

＊
そ
の
他
　
　
　

　
▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
12
日
（
日
）
14

時
。
同
教
会
信
徒
に
よ
る
演
奏
会
。

演
奏
＝
秋
吉
邦
子
（
sp
）
、
坂
井
美

樹 

（
sp
）
、
小
貫
岩
夫
（
tn
）
、
平

山
晴
子
（
pf
）
。
入
場
無
料
（
会
場

献
金
）
。
照
会
℡
03
（
３
３
３
４
）

２
８
１
２
・
同
教
会
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
69

　
「
韓
国
併
合
１
０
０
年

　
　
和
解
と
平
和
の
旅｣

参
加
報
告

　　
旅
の
目
的
は
、
ソ
ウ
ル
近
郊
の
江

華
島
教
会
の
手
す
り
復
興
の
式
典
へ

の
参
加
。
日
本
に
よ
る
朝
鮮
半
島
占

領
時
代
、
軍
備
用
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
金
属
物
品
が
拠
出
さ
せ
ら
れ
、
江

華
島
教
会
の
金
属
製
の
手
す
り
、
鐘

も
拠
出
さ
せ
ら
れ
た
。
韓
国
併
合
１

０
０
年
を
経
て
も
、
教
会
入
口
へ
の

急
な
階
段
の
手
す
り
は
無
い
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
。
今
回
、
そ
の
手
す
り

を
日
本
聖
公
会
が
和
解
と
平
和
の
証

し
と
し
て
復
元
す
る
と
い
う
。

　
式
典
に
は
、
地
元
著
名
人
や
、
マ

ス
コ
ミ
、
他
国
か
ら
も
来
賓
が
訪

れ
、
想
像
を
超
え
る
重
大
な
式
典
な

の
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
。

　
黙
っ
て
涙
を
拭
く
日
本
人
の
参
加

者
、
そ
の
手
を
握
る
韓
国
人
の
出
席

者
。
そ
の
場
に
参
加
し
て
い
た
多
く

の
方
々
か
ら
思
い
が
溢
れ
、
混
じ
り

合
い
、
不
思
議
な
一
体
感
が
感
じ
ら

れ
た
。
一
方
私
は
、
式
典
が
行
わ
れ

て
い
る
礼
拝
堂
の
会
衆
席
の
ほ
ぼ
中

央
に
い
な
が
ら
、
自
分
が
こ
の
場
に

い
て
も
良
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う

思
い
に
襲
わ
れ
た
。
歴
史
的
な
、
特

別
な
雰
囲
気
の
中
で
、
自
分
は
浮
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
最
終
日
、
空
港
に
向
か
う
途
中
、

マ
イ
ク
越
し
に
韓
国
人
の
ガ
イ
ド
さ

ん
が
言
っ
た
。
「
日
本
の
皆
さ
ん
、

過
去
を
振
返
っ
て
謝
っ
て
ば
か
り
も

だ
め
で
す
。
韓
国
も
日
本
も
バ
ッ
ク

ミ
ラ
ー
を
み
て
、
前
に
進
ま
な
い
と

…
」
。
そ
う
か
、
式
典
で
の
居
心
地

の
悪
さ
、
そ
れ
は
こ
の
せ
い
だ
っ
た

の
だ
。
謝
る
ど
こ
ろ
か
、
私
は
過
去

を
振
り
返
る
こ
と
す
ら
し
て
い
な
か

っ
た
。

　
式
典
の
前
日
に
訪
れ
た
、
日
本
に
よ

る
侵
略
の
過
程
、
独
立
運
動
の
資
料
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
独
立
記
念
館
に

は
、
子
ど
も
か
ら
デ
ー
ト
中
の
カ
ッ
プ

ル
、
そ
し
て
ご
老
人
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
来
場
し
て
い
た
。

　
市
内
見
学
の
バ
ス
移
動
中
、
突
然
バ

ス
が
止
ま
っ
た
。
避
難
訓
練
と
の
事
。

テ
レ
ビ
も
含
め
、
国
中
が
訓
練
に
な

る
。
今
も
朝
鮮
半
島
は
「
休
戦
」
中

で
、
徴
兵
も
あ
る
。

　
帰
国
後
間
も
な
く
、
北
朝
鮮
に
よ
る

砲
撃
の
ニ
ュ
ー
ス
。
戦
争
経
験
の
無
い

30
歳
の
私
も
、
歴
史
の
一
員
と
し
て
無

関
係
で
は
な
い
の
だ
。

          

東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
信
徒

太 

田 

信 

三

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


